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研究成果の概要（和文）：

1990 年代末に出現した中国都市文化について、従来の研究では文化産業政策や消費の理論
から語られることが多く、産業化以前の具体的な状況はほとんど解明されていなかった。
中国都市文化の創作を動態的に理解するためには、産業化以前から文化活動に関わった若
者たちの動きやその作品を把握する必要がある。本研究は、中国都市文化を都市の若者た
ちによる文化活動、若者たちが創り出す作品という観点から分析し、都市の若者たちがど
のように海外の大衆文化に触れ、新しい都市文化を形成していったかを、ロックやライト
ノベルを例に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：
Almost all preceding studies for Chinese urban cultures that appeared at the end of
1990’s are based on a model of industrial policy or consumption, actual works and
concrete situations of these cultures almost are not analyzed. In order to understand
dynamic creations of Chinese urban cultures, it is necessary to know the activities and
works by Chinese young people who enjoyed and participated in cultural activities
before industrialization. This study mainly has analyzed rock musics and light novels,
and illustrated the ways to import foreign popular cultures and create new Chinese
urban cultures among these young people.
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１．研究開始当初の背景
1990 年代以降、中国で進展した市場経済化

にともなう急激な経済成長は、社会のみなら
ず文化にも多大な影響をおよぼした。経済力
を蓄えた都市の新興中間層が文化の消費主

体として浮上したことに加え、プロパガンダ
を任務としていた中国の文化システムが市
場化に対応するために大規模に再編された
ことから、大衆消費文化的性格の強い新たな
都市文化が、2000 年前後に形成されるに至っ
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た。この形成と間髪入れずに、政府が文化産
業を制度化する取り組みを始めたことが、中
国都市文化の大きな特徴となっている。
そのため学界でも都市文化を産業構造と

して把握する研究が多く、既に国内外で基礎
的な制度研究の成果が公刊されている。しか
し、これらの研究は、中国で都市文化が顕在
化した 2000 年前後より以降の文化現象に関
心が集中しており、それ以前の 1980～1990
年代は都市消費文化や文化産業が未成熟だ
った前史として位置づけられ、具体的な文化
活動や作品の研究はほとんど進展していな
かった。
だが実際には、一部のインテリは 1980～

1990 年代、あるいは文革中から、外国人との
接触や海賊版などを通じて海外の都市文化
に触れ、私的な交友関係の中で情報を交換し、
創作活動を行ってきたことが、2000 年以降に
出された回想文などによって、徐々に明らか
になってきている。こうしたインテリの趣味
的な創作活動に研究の焦点をあてていくこ
とは、これまで消費の側面からのみ着目され
ていた中国都市文化を、作品論や創作活動の
視座から把握する基盤となるものであり、中
国都市文化を動態的に把握するためには欠
かせない視角である。

２．研究の目的
本研究は、1990 年代以降、新たに出現した

中国都市文化形成の全容把握を念頭に、以下
に掲げた 4点の解明・達成を目指した。

(１)現代中国都市文化形成におけるインテリ
の役割の解明
中国都市文化の形成は 1980～1990 年代に

海外(台湾・香港を含む)文化に学んだ一部イ
ンテリによる試みに起源し、1990 年代以降の
市場経済化を背景として公認・定着したとさ
れるが、詳細な状況は必ずしも明らかではな
い。本研究では、中国都市文化について、海
外から文化情報がもたらされた経路、インテ
リのサークルでの情報交換や受容の実態、二
次創作などの表現の特色、さらには政府の公
認に至る経緯について、事例研究を積み重ね、
都市文化形成に果たしたインテリの役割を
具体的に解明する。

(２)現代中国都市文化形成におけるインター
ネットの役割の解明
インテリの趣味的サークル活動の中で蓄

積されてきた海外都市文化の情報は、1990
年代末のインターネットの登場によって、広
く社会に情報発信され、都市文化形成を促す
大きな要因となったとされる。しかし、個々
のインテリやサークルのインターネットと
の関わりなど、詳細はほとんど解明されてい
ない。本研究では、いくつかの文化サークル

がインターネットを通じて、どのようにサー
クルメンバー以外の不特定多数と向き合い、
新興の文化産業への再編の動きに対処した
のかについて事例研究を行う。それによって、
都市文化形成にインターネットが果たした
役割を具体例に則して解明していきたい。

(３) 産業化による中国都市文化表現の変化
の解明
2000 年前後に都市文化の産業化が進展す

る中で、それ以前にインテリのサークル等で
行われてきた表現の実践が、どのように継承
されていくのか、あるいは変質していくのか、
といった問題について、具体的な事例を選定
し、研究を行うことによって、初歩的な見取
り図を得ることを目指す。

(４)中国都市文化研究ナレッジベースの構築
本研究の過程で得られた知見を総合して、

インターネット上にナレッジベースを構築
する。ナレッジベースには、文化関連ターム
や新語・人名・作品等の解説、web サイトや
ドキュメントへのリンク、執筆・翻訳された
論文や評論の全文などを登録する。それらを
有機的にリンクさせることで、新たな知見を
発見しうる現代中国都市文化の研究インフ
ラとなることを目指す。

３．研究の方法
前項に掲げた本研究の 4 点の目的のうち、

(１)～(３)についてはマンガ・アニメ・ライ
トノベル・娯楽映画・ポピュラー音楽など、
現代都市文化の中から具体的なテーマを選
定し、事例研究を積み上げる形で解明する。
具体的な方法は以下の 4 点にまとめられる。

(１)現代都市文化形成を担ったインテリ数
名について、事例研究を積み重ねる。

(２)現地聞き取り調査・インターネット調査
による回想資料の収集を行う。

(３)インテリのサークル活動から産業化以
降までの創作活動について、表現上の特
徴と変化について分析を行う。

(４)現代中国都市文化の基礎資料を翻訳、紙
媒体・インターネットで公表し、有機的
な研究インフラを整備する。

資料収集にあたっては、雑誌記事などの文
献資料調査のみならず、現地調査を実施して
都市文化の担い手たちの証言を収集する。ま
た、現代中国都市文化はインターネットの登
場によって形成が促された経緯を持つこと
もあり、重要な評論や回想などが紙媒体より
もインターネット上に発表される傾向が強
い。このため、ネット情報調査にも力を注ぎ、
文献調査・現地調査と相互補完しつつ資料収
集を進めた。



研究代表者・分担者がそれぞれ分担して予
備的な資料収集作業を行い、現代中国都市文
化の中から具体的な研究対象を選定した。そ
の結果を踏まえて、上海・北京で現地調査を
実施し、一次資料を収集、さらに雑誌記事や
インターネットドキュメントの収集を進め
た。現地調査については、現代文化研究者で
ある上海同済大学の朱大可・張閎教授に協力
を依頼した。
また本研究では、現代中国都市文化研究の

基礎を確立するため、収集した文字資料から
現代中国都市文化研究にとりわけ有意義で
あると認められたものを選定し、現著者の許
諾を得た上で、日本語に翻訳し蓄積する作業
を行った。
同時に、本研究の研究成果をインターネッ

ト上に随時公表するために、ナレッジベース
の設計を進めた。

４．研究成果
中国都市文化を理解する手がかりとして、

ロックとライトノベルからテーマを選定し、
事例研究を行った。
中国においてロックが都市文化に取り入

れられたのは遅く、1990 年代後半から 2000
年代初のことである。ロックが中国に初めて
登場した 1980 年代後半から市民権を得るま
での約 10 年間、ロックは限られた人々の間
でしか受容されていなかったが、その一方で
受容の裾野を広げる動きが進行していた。
工業用プラスチックの原料として中国に

輸入された海外音楽のカセットテープやＣ
Ｄのカット版(打口帯・打口碟)が地下で流通
し、正規輸入ルートでは流通していない海外
音楽に触れる貴重な機会となったのである。
これが中国のロック愛好者を開拓するとと
もに、ひいては流通に関わった売人たちの中
から 1990 年代後半以降に音楽界で活躍する
人材を数多く輩出した。都市娯楽文化として
の中国ロックを考える上で、カット版はきわ
めて重要である。
本研究では、中国におけるカット版流通の

歴史的経緯や状況を整理した上で、音楽批評
家の王小峰、新蜂音楽社経営者の付翀、ロッ
クバンドの麦田守望者楽隊など、流通に関わ
った売人たちで、かつ後に音楽界で活躍する
ことになったインテリを具体的な事例とし
て分析した。分析の結果、得られた結論は以
下の通りである。

(１)海外音楽の輸入が制限され、海外ロック
の全体像が把握できない状況下でカッ
ト版の流通が行われていたため、海外で
の評価に触れることができたインテリ
による音楽批評活動は、どの音楽をどの
ように鑑賞すべきかという指針になる
と同時に、カット版を売る際の値付けに

も大きな役割を果たしていた。その音楽
批評活動は中国において新たな音楽市
場を開拓するとともに、ロックの社会的
意味付けを変える役割も担っていたこ
とになる。

(２)カット版愛好者の中からアマチュアの
コピーバンドが形成されたが、そうした
アマチュアによる趣味・娯楽としての音
楽活動そのものが、都市的な新たなライ
フスタイルとして意識されていた。こう
した音楽活動を担ったのは主に、1960 年
代後半から 1970 年代前半に生まれた世
代であり、それが音楽好きの若者が集う
ライブハウスの形成にもつながってい
った。

(３)(２)で上述したカット版愛好者の中か
らは、新たなライフスタイルを啓蒙、普
及させようという動きが起こり、元々カ
ット版の売人・愛好者の間にあったネッ
トワークを利用する形で、「北京新声」
など、1990 年代後半以降の産業化の動き
につながっていった。こうした動きは
1990 年代後半には社会的に大きなイン
パクトを持ち得たものの、2000 年前後に
はそのインパクトは薄れ、相対的に彼ら
の社会的役割は低下していく傾向が認
められた。2000 年以降、インターネット
が普及し、海外音楽をより簡便に入手で
きる環境が整っていくこともその一因
と考えられる。

カット版が中国の音楽愛好者に大きな衝
撃を与えたことについてはこれまでも認識
されてきたが、1990 年代の音楽活動や音楽作
品に対して具体的にどのような影響を与え
たかという点については先行研究がほとん
どなく、本研究が明らかにした知見は非常に
重要なものである。今後、分析の範囲を広げ、
都市娯楽文化としての中国ロックを体系的
に研究していくための見取り図が得られた
ことの意味は大きい。

中国ライトノベルについては、2000 年代半
ばに韓国ライトノベルの中国語訳(クィヨニ
『あいつ、かっこよかった』)が若者たちの
間で人気を呼んだことに端を発し、その強い
影響下で中国でも模倣作が生まれ、わずか数
年のうちに飽和状態となるまでに市場が急
成長した。ライトノベルの人気は高く、新た
な中国都市文化の中でも重要なジャンルと
言えるが、ジャンル全体を把握する先行研究
は皆無であった。
本研究では、すでに数多く創作・刊行され

ている中国ライトノベルについて、その作品
の内容からさらに幾つかのジャンルに分類
し、全体の見取り図を作成した。得られた結
論は以下の通りである。



(４)各ジャンルの特徴と形成の過程を整理
したことによって、ジャンル形成に影響
を与えた海外のマンガやライトノベル、
また同ジャンルの海外作品などと具体
的に比較し、中国ライトノベルの特徴を
分析することが可能になった。例えば日
本のマンガ・アニメを模倣した中国ライ
トノベル作品の多くは、クィヨニ流に書
き換えられる傾向が見られるなど、数多
くの知見が得られた。

(５)日本のマンガ・アニメからの影響が指摘
される若手作家の郭敬明について、その
代表作『幻城』が日本のマンガ家 CLAMP
の作品『聖伝』のどの部分を模倣してい
るのかを具体的に分析した。それによっ
て、郭敬明など 1980 年代生まれ世代の
若者の意識・志向が明らかになるともに、
郭敬明の作品と中国ライトノベルとの
相違点も明確になり、中国ライトノベル
に包含される作品群の境界が明らかに
なった。

中国ライトノベルについては、インターネ
ットが普及するなど、海外文化に触れること
が容易になってから形成されたジャンルで
あるため、産業に組み込まれない時代が長か
ったロックとは、インテリの関わり方は異な
る。ライトノベルの出版、ひいては産業化に
おいても、1960～1970 年代生まれ世代の出版
エージェントが関係し、大きな役割を果たし
たものの、彼らが創作に関わっていた時期と
ライトノベル登場の時期にはズレがあった。
膨大な作品が蓄積された中国ライトノベ

ルについて、全体の見取り図が作成されたこ
との意味は大きく、例えば中国ライトノベル
に影響を与えた台湾ライトノベルとの関係
や相違など、今後、具体的な作品論を行う上
で欠かせない基礎資料となる。

また、文化政策や思想動向、文学、テレビ、
映画、メディア、ファッションなど、21 世紀
ゼロ年代の文化状況、およびその社会背景や
歴史的経緯を考える上で重要な中国の批評
論文 17 篇を翻訳した。
その他、文学・映画・演劇・音楽などジャ

ンルごとに 2001～2007 年の中国文化状況を
まとめた年鑑『Chinese Culture Review(中
国文化総覧)』を以前から翻訳・刊行してき
たが、引き続き 2008 年の状況をまとめた第 7
巻を 2010 年度に翻訳・刊行した。更に 21 世
紀ゼロ年代の中国文化状況を総括する基礎
資料として、これら第 1～7 巻のうち重要な
キーワードをまとめた書籍を刊行するため、
その作業を進めており、2013 年度中に刊行す
る予定である。
研究成果をインターネット上に公開する

ナレッジベースについても設計、およびデー
タの成型作業を行った。試験的に内部でのレ
ビューを行い、その問題点を洗い出した。問
題点を修正した上で、約 1年後の公開を予定
している。
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